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研究成果の概要（和文）： 

 従来，Web 文書の検索結果の順位は，Google の場合の PageRank を代表として，客観的かつ

機械的に決定されている.しかし，自身の Web 文書の順位を少しでも上げるべく，検索エンジ

ン最適化の取り組みが活発化し，ユーザが真に必要とする情報へ辿り着くことは容易とは言え

ない．本研究課題では，従来手法の客観的かつ機械的な順位付けへ各 Web 文書の主観的な評価

値を融合する，Web2.0 型検索エンジンを開発した. 

 
研究成果の概要（英文）： 

In usual, retrieval result ranking of web documents is determined in an objective and 

machinery manner, typically such as ‘pagerank’ in the case of ‘Google’. However, 

it becomes active to trying search engine optimization in order to obtain better ranking 

towards one’s own Web document. As a result, it comes to be difficult for a retrieval 

user to obtain just a suitable information. This project has developed a Web 2.0 type 

search engine which incorporates subjective evaluation of Web document into objective 

and machinery ranking of conventional method.  
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１．研究開始当初の背景 

従来、検索結果のランキングは、Google の

場合のページランク[Page98]を代表として、

「Web ページの被リンク数」や「Web ページ

内でのタグ構造の正当性、あらわれる単語等

の情報」から、客観的かつ機械的に決定され

ていた[山名 05]。しかしながら、自身の Web

ページのランキングを少しでも上げるべく、

検索エンジン最適化の取り組みが活発化し、

ユーザが真に必要とする情報へ辿り着くこ

とが容易とは言えない状況になっていた[山

名 05]。 

研究代表者は、この問題への一つのアプロ

ーチとして、検索結果をグループ分けする研

究に取り組んでいた[金子 06]。従来のグルー

プ分け手法である分類やクラスタリングと

は異なる、どんな検索に対しても慣れ親しん

だカテゴリ名を用いてグループ分けできる、

ページタイプを用いたグループ分けであっ

た。しかしながら、この種のグループ分けの

アプローチのみでは、真に必要とする情報に

効率的に辿り着くには限界があった。 

研究開始当初、インターネットの世界では

「Wikipedia」のような必ずしも客観性のみ

に 固 執 せず に 集合 知を 有 効利 用 する

Web2.0[O’Reilly05]の研究が活発化してい

た。これは、Web の閲覧者が各自の持つ知識

を持ち寄り、それらを有機的に融合すること

によって価値ある情報を生み出そうとする

ものであった。実際、Wikipedia に掲載され

ている情報は、国語の辞書として定評のある

広辞苑と比較しても、質的に決して劣らない

高品質な情報であることが明らかになって

きていた。 

一方、E-コマース他の情報推薦（レコメン

デーション）で用いられる協調フィルタリン

グ[Goldberg92]も、ユーザの主観的評価を有

効利用していた。これは、ユーザを相互の類

似度に基づいてグループ分けし、類似のユー

ザは同一の対象に対して類似の評価を下す

という仮定の下に、未評価の対象に対する評

価を予測して、情報推薦を行なうものであっ

た[土方 04]。情報推薦に関する研究も活発化

していて、すべてのユーザに対して同一の情

報を推薦するのみならず、ユーザの特性に応

じて推薦する情報を変更する取り組みも活

発化していた[Riecken00]。 

以上の研究動向および自身の研究成果を

踏まえ、研究代表者は検索結果のランキング

決定にユーザの主観的評価を有効利用する

着想に至った。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、ユーザが真に必要とする

情報を Google を代表とする従来の検索エン

ジンよりも容易に得られるようにすること

である。 

 

３．研究の方法 

 

 



図１ 従来の検索エンジン． 

従来の検索エンジンが行なってきた、各

Web ページの客観的なランク付け（図１）に

加え、「Web2.0」と「E-コマース等で用いら

れている協調フィルタリング」の知見を生か

し、各 Web ページの主観的なランク付けを融

合する（図２）。そして実際に、これに基づ

く試作システムを開発する。検索結果のラン

キングの決定に主観的評価を利用する点に、

学術的な特色がある。 

 

 

図２ 本研究で提案する検索エンジン． 

 
 
４．研究成果 

 提案手法にしたがった検索エンジンを開

発した。また、主観的評価を融合すると適切

なWeb文書を検索結果の上位にランキングす

ることが可能なことを確認できた。 

開発では、基礎となる検索エンジンとして

当初は Google を予定していたが、予定を変

更して Yahoo!を採用した．これは、Google 

WebAPI によって得られる客観的評価値は、実

際の検索エンジン Google で使われているも

のとは異なり、小数点以下切捨てのラフなも

のであり、客観的評価値に基づいて各 Web 文

書の順位付けを行なおうとする時に、同順位

のものが頻発して不都合なためである。

Yahoo!検索 Web API では 2010 年 11 月現在，

Yahoo!で検索した結果の上位 20 件を，

「Yahoo!側で定めた客観的かつ機械的な順

位 Y_Ord」付きで取得することができる．そ

こでこの20 件からそのWeb 文書の順位を引

き，客観的評価値 K=20-Y_Ord を，客観的評

価値として採用した．すなわち，客観的評価

値 Kの定義域は 0～19 である．一方、主観的

評価値 Sは、これまで述べてきた通り－３～

＋３の７段階を採用した。すなわち，主観的

評価値 S の定義域は－３～＋３である．S と

Kをそれぞれ値域が0.0～1.0になるように正

規化してから融合し、提案方式での検索結果

の順位を定める融合評価値として採用した。

提案手法により、ユーザが真に必要とする情

報を得るための労力を軽減できることが確

認できた。 
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